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商工会は行きます 聞きます 提案します
平成22年度スローガン

～商工会法施行50周年～

　
県
連
合
会
は
、
平
成
二
十
三
年
二
月
四
日
、

神
戸
ポ
ー
ト
ピ
ア
ホ
テ
ル
に
お
い
て
「
商
工
会

法
施
行
五
十
周
年
記
念
大
会
」
を
開
催
し
、
商

工
会
関
係
者
約
四
百
五
十
名
が
出
席
し
た
。

　
記
念
式
典
に
先
立
ち
、
株
式
会
社
独
立
総
合

研
究
所
代
表
取
締
役
社
長
・
兼
・
首
席
研
究
員

で
あ
る
青
山
繁
晴
氏
が「
祖
国
は
甦
る
」を
テ
ー

マ
に
記
念
講
演
を
行
っ
た
。

　
青
山
氏
は
、
我
が
国
の
政
治
経
済
の
現
状
を

わ
か
り
や
す
く
解
説
し
、「
わ
が
国
の
主
役
は

国
民
で
あ
る
と
同
時
に
、
最
終
責
任
者
も
ま
た

国
民
で
あ
る
。
国
民
一
人
ひ
と
り
が
目
覚
め
た

と
き
、
我
が
国
は
甦
る
こ
と
が
で
き
る
」
と
常

に
問
題
意
識
を
持
ち
、
目
の
前
の
出
来
事
を

し
っ
か
り
見
つ
め
る
こ
と
の
重
要
性
を
訴
え

た
。 商

工
会
法
施
行

五
十
周
年
記
念
大
会

企
業
家
根
性
と
商
売
人
魂
を
次
世
代
に

▲商工会施行₅₀周年を迎え式辞を述べる木南会長

■県連合会Letter� ２～３頁
・第３回コーディネーター養成研修会
・県青連第３回理事会
・第４回人事課題等検討委員会
・県青連第３回経営革新研修会
・商工青年同友会第３回研修会及び賀詞交歓会
■商工会Letter� ５～６頁
・チョウザメ肉も美味よ（香美町）
・�産学公のきっかけに～学生主導による企業訪問
を実施（三田市）
・�香りの文化を演出し「あわじ島の香司」
　ブランドの確立を目指して（淡路市）
・勤労者共同健康施設（加東市）
・ビジネスマッチング商談会（姫路市）
・養父市商工会女性部情報MAP（養父市女性部）
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兵
庫
県
住
宅
再
建
共
済
基
金
で

は
、
昨
年
八
月
一
日
か
ら
従
来
の

住
宅
再
建
共
済
に
加
え
、
新
た
に

家
財
再
建
共
済
を
ス
タ
ー
ト
さ
れ

た
が
、
こ
の
度
、
本
会
の
木
南
会

長
も
、
既
加
入
の
住
宅
に
加
え
家

財
に
つ
い
て
も
率
先
加
入
さ
れ

「
会
員
の
皆
様
も
ご
一
緒
に
」
と

呼
び
か
け
ら
れ
て
い
る
。

　
こ
の
制
度
は
、
年
額
千
五
百
円

（
住
宅
再
建
加
入
者
は
千
円
）
の

掛
金
で
、
床
上
浸
水
以
上
の
被
害

に
対
し
て
最
高
五
十
万
円
の
給
付

が
受
け
ら
れ
る
も
の
で
、
住
宅
再

建
共
済
と
同
じ
く
掛
金
に
比
べ
て

大
き
い
給
付
が
特
徴
と
な
っ
て
い

る
。
お
問
合
せ
は
同
基
金
業
務
課

☎
〇
七
八―

三
六
二―

九
四
〇
〇

へ
。

各
関
係
団
体
か
ら
も
オ
ブ
ザ
ー
バ
ー

と
し
て
参
加
が
あ
っ
た
。

　
九
名
の
事
例
報
告
者
は
、
支
援
し

て
き
た
案
件
に
つ
い
て
経
過
を
交
え

ノ
ウ
ハ
ウ
や
コ
ツ
を
説
明
し
た
。
講

師
か
ら
課
題
を
的
確
に
把
握
し
、
タ

イ
ミ
ン
グ
よ
く
支
援
方
法
を
活
用
す

る
こ
と
が
出
来
た
か
、成
果
や
効
果
、

残
存
す
る
課
題
を
整
理
把
握
し
、
軌

道
修
正
や
今
後
の
プ
ロ
セ
ス
を
イ

メ
ー
ジ
し
て
い
る
か
に
つ
い
て
質
疑

応
答
が
あ
り
、
よ
り
高
い
マ
ネ
ー
ジ

メ
ン
ト
能
力
の
向
上
を
目
指
す
実
務

研
修
と
し
て
有
意
義
な
場
と
な
っ
た
。

経
営
革
新
研
修
会
等
四
議
案
を
審
議

県
青
連
第
三
回
理
事
会

　
県
商
工
会
青
年
部
連
合
会
（
霞
末

浩
二
会
長
）は
、去
る
一
月
十
七
日
、

県
商
工
会
館
で
第
三
回
理
事
会
を
開

催
し
た
。

　
当
日
は
、霞
末
会
長
の
挨
拶
の
後
、

次
の
四
議
案
を
審
議
し
た
。

一
、
経
営
革
新
研
修
会
に
つ
い
て

二
、
次
期
会
長
候
補（
案
）に
つ
い
て

三
、 

次
年
度
以
降
の
役
員
体
制（
案
）

に
つ
い
て

四
、 

平
成
二
十
三
年
度
事
業
計
画

（
案
）
に
つ
い
て

　
経
営
革
新
研
修
会
に
つ
い
て
は
、

当
日
の
役
割
等
分
担
に
つ
い
て
協

議
。
今
回
は
阪
神
地
区
を
事
業
主
管

と
し
て
開
催
す
る
が
、
次
年
度
以
降

は
各
地
区
の
輪
番
に
よ
り
実
施
と
な

る
旨
再
確
認
し
た
。

　
次
期
会
長
候
補
に
つ
い
て
は
、
西

播
磨
ブ
ロ
ッ
ク
の
み
推
薦
が
あ
っ
た

の
で
、
次
期
会
長
候
補
と
し
、
総
会

に
提
案
す
る
こ
と
を
承
認
し
た
。

　
次
年
度
以
降
の
役
員
体
制
で
は
、

役
員
定
数
に
つ
い
て
県
連
合
会
と
の

整
合
性
を
図
り
、
全
役
員
を
理
事
と

し
た
う
え
で
、
会
長
一
名
、
副
会
長

三
名
、
常
任
理
事
三
名
と
し
、
会
長

選
出
地
区
は
理
事
よ
り
一
名
を
常
任

理
事
に
追
加
選
任
す
る
こ
と
を
承
認

し
た
。

　
監
事
に
つ
い
て
は
、
行
政
順
の
輪

番
と
す
る
が
、
会
長
選
出
地
区
と
重

複
し
た
場
合
は
次
の
地
区
に
調
整
す

る
こ
と
で
承
認
し
た
。

　
平
成
二
十
三
年
度
事
業
計
画（
案
）

に
つ
い
て
は
、
幹
部
講
習
会
、
経
営

革
新
研
修
会
、
地
域
間
交
流
事
業
、

労
働
環
境
対
策
事
業
等
原
案
通
り
承

認
を
得
た
。

　
県
連
合
会
は
、
一
月
十
四
日
に
神

戸
市
・
パ
レ
ス
神
戸
で
第
三
回
コ
ー

デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
養
成
研
修
会
を
開
催

し
た
。
本
研
修
会
は
、
よ
り
実
践
的

な
経
営
支
援
能
力
向
上
を
目
的
と

し
、
全
三
回
の
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
の
中

で
、
経
営
革
新
等
の
計
画
策
定
か
ら

認
定
申
請
書
作
成
ま
で
の
一
連
の
実

務
を
通
し
て
、
商
工
会
地
域
の
実
在

事
業
所
の
支
援
を
業
務
の
一
環
と
し

て
行
な
っ
た
。
今
回
は
、
そ
の
集
大

成
と
し
て
事
例
報
告
会
を
開
催
し
、

県
下
商
工
会
か
ら
三
十
五
名
の
出
席

が
あ
っ
た
。

　
内
容
と
し
て
は
、
ま
ず
農
商
工
連

携
に
取
り
組
ん
で
い
る
㈱
本
田
商
店 

代
表
取
締
役
社
長
・
本
田
眞
一
郎
氏

か
ら
「
播
州
御
津
の
神
力
米
を
使
用

し
た
糖
類
無
添
加
梅
酒
と
純
米
大
吟

醸
酒
の
開
発
販
売
」
に
つ
い
て
の
事

例
と
、
今
年
十
一
月
に
姫
路
で
開
催

さ
れ
る
Ｂ
級
グ
ル
メ
の
取
組
紹
介
が

あ
っ
た
。
午
後
か
ら
の
事
例
報
告
会

で
は
、
本
会
チ
ー
フ
ア
ド
バ
イ

ザ
ー
・
上
山
修
一
氏
、
ひ
ょ
う
ご
中

小
企
業
応
援
セ
ン
タ
ー
の
コ
ー
デ
ィ

ネ
ー
タ
ー
ら
を
講
師
と
し
て
招
き
、

ひょうご「企業の森づくり」
環境への貢献のため、森林整備をお考えの企業や団体等の皆様の
お手伝いをします。

●活動フィールドの斡旋
●森林整備についての助言・提案・技術指導
●施業委託先の紹介

◆お問い合わせは◆

(社)兵庫県緑化推進協会
〒650-0012
神戸市中央区北長狭通5-5-18　県林業会館内
TEL 078-341-4070／FAX 078-341-4071

兵庫県農政環境部 環境創造局 豊かな森づくり課
〒650－8567
神戸市中央区下山手通5-10-1
TEL 078-362-3144／ FAX 078-362-3954

URL:http://www.hyogo-green.net/

▲申込書を提出する木南会長

木
南
会
長
も
率
先
入
会
　
～
兵
庫
県
家
財
再
建
共
済
～

マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
能
力
向
上
を
目
指
し
、
会
員

に
必
要
と
さ
れ
る
職
員
に
な
る
た
め
に

〜
第
三
回
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー

養
成
研
修
会
〜

▲支援事例を報告する参加者

中小企業の皆様を融資でバックアップ！

理事長　木　南　岩　男

兵庫県神戸市中央区花隈町 6番19号

兵庫県商工連協同組合
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県
商
工
会
青
年
部
連
合
会
（
霞

末
浩
二
会
長
）
は
、
去
る
一
月
二

十
八
日
、
ホ
テ
ル
北
野
プ
ラ
ザ
六

甲
荘
（
神
戸
市
）
に
お
い
て
、
経

営
革
新
研
修
会
を
開
催
し
、
県
下

各
地
域
の
青
年
部
員
等
百
一
名
が

参
加
し
た
。

　
当
日
は
、
株
式
会
社
タ
イ
ム
代

表
取
締
役
経
営
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト

片
岡
巧
男
氏
が
「
経
営
革
新
計
画

作
成
の
必
要
性
に
つ
い
て
」
を

テ
ー
マ
に
講
演
。

　
そ
の
後
、
黒
野
中
小
企
業
診
断

士
を
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
役
に
、

新
温
泉
町
商
工
会
青
年
部
副
部
長

の
西
村
宏
樹
氏
と
同
商
工
会
経
営

指
導
員
の
井
上
剛
正
氏
、
猪
名
川

町
商
工
会
青
年
部
副
部
長
の
渡
瀬

博
文
氏
と
同
商
工
会
経
営
指
導
員

藤
森
　
薫
氏
が
加
わ
り
、
経
営
革

新
計
画
に
取
り
組
ん
だ
背
景
・
経

緯
や
実
際
に
取
り
組
ん
で
苦
労
し

た
こ
と
、
よ
か
っ
た
こ
と
、
ま
た

商
工
会
の
支
援
に
つ
い
て
パ
ネ
ル

デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
が
行
わ
れ

た
。
実
際
に
取
り
組
ま
れ
た
生
の

声
が
聞
け
、
参
加
者
に
と
っ
て
は

と
て
も
参
考
に
な
っ
た
。

　
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
後

に
、
㈱
そ
だ
て
る
取
締
役
の
田
邊

佑
介
氏
を
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
に

意
見
交
換
会
を
行
っ
た
。

　
今
回
初
め
て
「
ワ
ー
ル
ド
カ

フ
ェ
」
と
い
う
技
法
を
用
い
て
、

参
加
者
が
抱
え
て
い
る
悩
み
や
今

後
の
具
体
的
な
ア
ク
シ
ョ
ン
に
つ

い
て
、
新
し
い
知
恵
や
ア
イ
デ
ア

を
生
み
出
す
話
し
合
い
が
で
き
、

参
加
者
は
経
営
革
新
を
具
体
的
に

実
行
す
る
た
め
の
気
づ
き
を
得
る

こ
と
が
で
き
た
研
修
会
で
あ
っ

た
。

　
県
連
合
会
は
、
一
月
十
九
日
、
神

戸
市
・
県
商
工
会
館
に
お
い
て
第
四

回
人
事
課
題
等
検
討
委
員
会
を
開
催

し
た
。

　
当
日
の
協
議
事
項
は
次
の
と
お
り
。

一
、
統
一
諸
規
程
の
整
備
に
つ
い
て

二
、 

昇
格
試
験
受
験
資
格
の
見
直
し

に
つ
い
て

　
こ
の
内
、
統
一
諸
規
程
の
整
備
に

つ
い
て
は
、
職
員
服
務
規
程
の
一
部

改
正
案
を
人
事
管
理
委
員
会
に
諮
る

こ
と
と
し
た
。

　
主
な
改
正
点
は
①
県
連
合
会
「
職

員
服
務
規
程
」
を
改
正
商
工
会
統
一

諸
規
程
に
統
一
す
る
②
事
務
局
職
員

に
つ
い
て
職
名
は
職
階
制
に
よ
る
こ

と
と
す
る
③
勤
務
時
間
を
県
内
統
一

し
「
休
息
時
間
」
区
分
表
記
を
廃
止

す
る
等
。

　
ま
た
、
昇
格
試
験
受
験
資
格
の
見

直
し
に
つ
い
て
は
継
続
協
議
と
な
っ

た
。

　
な
お
、
同
委
員
会
で
は
、
今
後
も

職
員
の
基
本
的
な
労
働
環
境
の
整
備

を
行
う
事
を
目
的
に
、
課
題
検
討
を

重
ね
て
い
く
こ
と
と
し
た
。

　
県
商
工
青
年
同
友
会
（
島
垣
晃
会

長
）
は
、
去
る
一
月
二
十
八
日
、
ホ

テ
ル
北
野
プ
ラ
ザ
六
甲
荘（
神
戸
市
）

に
お
い
て
、
第
三
回
研
修
会
を
開
催

し
、
同
友
会
会
員
、
県
青
連
役
員
等

三
十
名
が
参
加
し
た
。

　
当
日
は
、
参
議
院
議
員
片
山
さ
つ

き
氏
を
講
師
に
「
政
界
の
現
状
並
び

に
商
工
会
に
関
連
す
る
施
策
に
つ
い

て
」
講
演
会
を
開
催
。

　
自
身
が
商
工
会
と
の
関
連
も
深
い

こ
と
か
ら
、
政
界
の
裏
話
に
加
え
い

ろ
い
ろ
な
話
を
聞
く
こ
と
が
で
き

た
。
ま
た
、
政
治
家
と
し
て
の
持
論

も
話
さ
れ
、
参
加
者
に
と
っ
て
は
非

常
に
有
意
義
な
時
間
で
あ
っ
た
。

　
片
山
さ
つ
き
氏
は
、
賀
詞
交
歓
会

に
も
参
加
さ
れ
、
兵
庫
県
と
も
関
わ

り
合
い
が
深
い
と
い
う
こ
と
で
参
加

者
と
和
気
あ
い
あ
い
と
し
た
雰
囲
気

の
中
で
交
流
を
深
め
ら
れ
た
。

主な行事予定
3
月
の
こ
よ
み

７
日
㊊
　�

県
女
性
連
正
副
会
長
、

常
任
理
事
会
・
理
事
会

11
日
㊎
　
正
副
会
長
、
常
任
理
事
会

16
日
㊌
・
18
日
㊎

　
　
　
　
Ｉ
Ｔ
推
進
研
修
会

17
日
㊍
　�

県
青
連
正
副
会
長
、
常
任

理
事
会
・
理
事
会

19
日
㊏
　�

中
小
企
業
経
営
戦
略

セ
ミ
ナ
ー
、
環
境
戦

略
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

19
日
㊏
・�

20
日
㊐
　
い
い
も
の

た
く
さ
ん
兵
庫
祭
り

28
日
㊊
　
理
事
会
・
臨
時
総
会

～
経
営
革
新
認
証
を
目
指
し
て
～

県
青
連 

経
営
革
新
研
修
会

▲ 政治家「片山さつき」として
の持論も述べた。

▲熱心に講演を聞く参加者

第
三
回
研
修
会

及
び
賀
詞
交
歓
会
を
開
催

商
工
青
年
同
友
会

第
四
回
人
事
課
題
等

検
討
委
員
会

▲ 経営革新計画の必要性について
講演する片岡氏

▲ 取り組んだ背景・経緯や苦労し
た事についてパネルディスカッ
ション
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式
典
で
は
、
木
南
会
長
が
式
辞
を

述
べ
、
五
十
年
の
歴
史
と
歴
代
会
長

の
功
績
を
称
え
る
と
と
も
に
、
巡
回

訪
問
の
徹
底
と
職
員
の
レ
ベ
ル
ア
ッ

プ
に
よ
る
経
営
支
援
サ
ー
ビ
ス
の
向

上
を
決
意
。
ま
た
「
我
々
に
は
企
業

家
根
性
と
商
売
人
魂
を
次
世
代
に
継

承
し
、
地
域
経
済
の
発
展
に
貢
献
す

る
使
命
が
あ
る
」
と
力
説
し
た
。

　
来
賓
で
あ
る
井
戸
知
事
か
ら
は
、

地
域
に
根
ざ
し
た
商
工
会
の
活
動
が

称
え
ら
れ
、
今
後
の
さ
ら
な
る
活
躍

を
期
待
さ
れ
た
。
最
後
に
「
厳
冬
に

薄
日
さ
す
と
き
嬉
し
か
れ
地
域
を
守

り
育
て
て
来
た
り
」
と
五
十
周
年
記

念
と
し
て
和
歌
が
寄
せ
ら
れ
た
。

　
六
、
女
性
部
功
労
者

　
　
　
久
内
　
廣
子
（
宍 

粟 

市
）

　
　
　
清
水
　
公
子
（
朝 

来 

市
）

　
七
、
優
良
常
勤
職
員

　
　
　
宮
地
　
良
幸
（
南
あ
わ
じ
市
）

　
　
　
松
崎
　
文
子
（
南
あ
わ
じ
市
）

　
　
　
中
村
　
嘉
雄
（
連 

合 

会
）

兵
庫
県
知
事
表
彰

　
一
、
役
員
功
労
者

　
　
　
藤
田
　
　
讓
（
吉 

川 

町
）

　
　
　
森
本
　
守
雄
（
神 

河 

町
）

　
　
　
澤
田
　
雅
司
（
た
つ
の
市
）

　
　
　
大
西
　
文
博
（
篠 

山 

市
）

　
　
　
辰
岡
　
信
吾
（
南
あ
わ
じ
市
）

兵
庫
県
知
事
感
謝

　
一
、
女
性
部
功
労
者

　
　
　
山
下
　
洋
子
（
加 

東 

市
）

近
畿
経
済
産
業
局
長
表
彰

　
一
、
優
良
商
工
会

　
　
　
南
あ
わ
じ
市
商
工
会

　
二
、
役
員
功
労
者

　
　
　
三
村
　
秀
策
（
多
可
町
）

　
　
　
山
本
　
道
雄
（
五
色
町
）

　
三
、
優
良
青
年
部

　
　
　
た
つ
の
市
商
工
会
青
年
部

　
　
　
宍
粟
市
商
工
会
青
年
部

　
四
、
優
良
商
工
会
女
性
部

　
　
　
佐
用
町
商
工
会
女
性
部

　
　
　
篠
山
市
商
工
会
女
性
部

　
五
、
青
年
部
功
労
者

　
　
　
橋
本
　
清
彦
（
姫
路
市
）

▲₅₀周年記念として和歌を寄せられた井戸知事

▲参加者に「主役は国民である」と訴る青山氏

来
賓
に
井
戸
知
事
を
迎
え

五
十
周
年
記
念
式
典
を
開
催

▲連合会会長表彰を授与する木南会長

兵
庫
県
商
工
会
連
合
会
会
長
表
彰

　
一
、
青
年
部
功
労
者

　
　
　
山
内
　
祥
弘
（
芦 

屋 

市
）

　
　
　
清
水
　
博
也
（
川 

西 

市
）

　
　
　
泉
　
　
博
司
（
三 

田 

市
）

　
　
　
車
　
　
　
宏
（
猪
名
川
町
）

　
　
　
松
本
　
圭
司
（
吉 

川 

町
）

　
　
　
森
本
　
匡
俊
（
加 

東 

市
）

　
　
　
坂
本
　
規
文
（
多 

可 

町
）

　
　
　
大
西
　
雅
彦
（
稲 

美 

町
）

　
　
　
霞
末
　
浩
二
（
姫 

路 

市
）

　
　
　
藤
原
　
由
勝
（
神 

河 

町
）

　
　
　
川
井
　
雅
弘
（
市 

川 

町
）

　
　
　
三
森
真
一
郎
（
福 

崎 

町
）

　
　
　
冨
田
　
征
也
（
た
つ
の
市
）

　
　
　
安
田
　
佳
生
（
太 

子 

町
）

　
　
　
杉
本
　
誠
良
（
上 

郡 

町
）

　
　
　
四
方
田
康
次
（
佐 

用 

町
）

　
　
　
長
永
　
　
保
（
宍 

粟 

市
）

　
　
　
新
免
　
　
将
（
豊 

岡 

市
）

　
　
　
小
林
　
良
斉
（
香 

美 

町
）

　
　
　
坂
本
　
　
亘
（
新
温
泉
町
）

　
　
　
松
原
　
　
渉
（
養 

父 

市
）

　
　
　
平
山
　
貴
彦
（
朝 

来 

市
）

　
　
　
朝
倉
　
栄
蔵
（
丹 

波 

市
）

　
　
　
岩
本
　
直
樹
（
篠 

山 

市
）

　
　
　
金
岡
　
秀
和
（
淡 

路 

市
）

　
　
　
片
井
　
一
雅
（
南
あ
わ
じ
市
）

　
二
、
女
性
部
功
労
者

　
　
　
上
條
　
敏
子
（
芦 

屋 

市
）

　
　
　
西
谷
　
博
美
（
川 

西 

市
）

　
　
　
津
川
　
里
枝
（
三 

田 

市
）

　
　
　
中
井
三
和
子
（
猪
名
川
町
）

　
　
　
武
田
　
　
操
（
吉 

川 

町
）

　
　
　
上
月
　
尚
子
（
加 

東 

市
）

　
　
　
足
立
美
和
子
（
多 

可 

町
）

　
　
　
松
尾
　
早
苗
（
稲 

美 

町
）

　
　
　
大
山
　
道
子
（
播 

磨 

町
）

　
　
　
秋
山
み
ど
り
（
神 

河 

町
）

　
　
　
上
尾
　
明
美
（
市 

川 

町
）

　
　
　
森
崎
千
香
子
（
福 

崎 

町
）

　
　
　
山
本
　
六
子
（
た
つ
の
市
）

　
　
　
松
田
多
瑞
子
（
太 

子 

町
）

　
　
　
藤
井
き
よ
み
（
太 

子 

町
）

　
　
　
木
山
　
秀
子
（
宍 

粟 

市
）

　
　
　
谷
口
千
惠
子
（
豊 

岡 

市
）

　
　
　
米
田
　
雅
代
（
新
温
泉
町
）

　
　
　
伊
藤
　
明
美
（
朝 

来 

市
）

　
　
　
浅
田
　
隆
枝
（
丹 

波 

市
）

　
　
　
西
端
　
京
子
（
篠 

山 

市
）

　
　
　
春
田
美
恵
子
（
淡 

路 

市
）

　
　
　
熊
田
　
晴
恵
（
五 

色 

町
）

　
　
　
楓
　
る
み
子
（
南
あ
わ
じ
市
）

　
三
、
優
良
常
勤
職
員
（
十
九
名
）

　
四
、
特
別
表
彰

　
　
　
島
谷
　
充
彦
（
芦 

屋 

市
）

　
　
　
芝
　
　
昌
夫
（
川 

西 

市
）

　
　
　
中
西
　
　
郁
（
三 

田 

市
）

　
　
　
辻
口
　
広
美
（
猪
名
川
町
）

　
　
　
藤
田
　
靖
夫
（
加 

東 

市
）

　
　
　
熊
田
　
正
博
（
多 

可 

町
）

　
　
　
藤
本
　
陽
子
（
稲 

美 

町
）

　
　
　
松
井
　
昭
雄
（
播 

磨 

町
）

　
　
　
桐
月
　
　
敬
（
神 

河 

町
）

　
　
　
品
川
　
　
清
（
市 

川 

町
）

　
　
　
谷
口
　
守
男
（
福 

崎 

町
）

　
　
　
金
澤
　
信
義
（
た
つ
の
市
）

　
　
　
山
本
　
邦
夫
（
太 

子 

町
）

　
　
　
平
田
製
麺
所
（
上 

郡 

町
）

　
　
　
平
位
　
健
作
（
佐 

用 

町
）

　
　
　
松
本
　
貞
人
（
宍 

粟 

市
）

　
　
　
森
井
　
康
昭
（
香 

美 

町
）

　
　
　
邑
橋
　
裕
恵
（
新
温
泉
町
）

　
　
　
北
川
啓
治
郎
（
丹 

波 

市
）

　
　
　
畑
　
　
一
弥
（
篠 

山 

市
）

　
　
　
平
松
　
　
章
（
淡 

路 

市
）

　
　
　
正
路
　
長
美
（
五 

色 

町
）

　
　
　
河
野
　
　
博
（
南
あ
わ
じ
市
）
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香
美
町
商
工
会（
朝
倉
富
征
会
長
）

は
、
地
域
資
源

∞

全
国
展
開
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
（
本
体
事
業
）
に
取
り
組

み
、
チ
ョ
ウ
ザ
メ
の
魚
醤
「
蝶
の
し

ず
く
」と
カ
ル
パ
ッ
チ
ョ「
蝶
の
舞
」

を
完
成
さ
せ

た
。

　
キ
ャ
ビ
ア

だ
け
が
注
目

さ
れ
て
き
た

チ
ョ
ウ
ザ
メ

だ
が
、
推
進

委
員
会
で
魚

肉
全
体
の
有
効
活
用
を
検
討
し
、
調

査
研
究
事
業
で
お
世
話
に
な
っ
た
食

品
研
究
専
門
の
東
京
海
洋
大
学
に
相

談
。

　
年
度
当
初
に
大
学
と
受
託
研
究
契

約
書
を
交
わ
し
、
成
分
分
析
や
用
途

開
発
に
つ
い
て
研
究
依
頼
。
分
析
結

果
か
ら
、
残
渣
と
な
る
内
臓
等
に
は

機
能
性
成
分
が
多
く
含
ま
れ
て
い
る

こ
と
が
判
り
、
日
本
初
の
チ
ョ
ウ
ザ

メ
魚
醤
「
蝶
の
し
ず
く
」
を
つ
く
る

こ
と
と
な
っ
た
。

　
ま
た
、
チ
ョ
ウ
ザ
メ
の
魚
肉
に
つ

い
て
は
高
鮮
度
を
売
り
に
し
た
商
品

「
刺
身
」「
カ
ル
パ
ッ
チ
ョ
」
が
ベ
ス

ト
と
の
指
導
も
あ
り
、
一
般
的
な
出

荷
前
の
「
餌
止
め
」
に
独
自
の
工
夫

を
加
え
最

適
の
状
態

で
調
理
し

た
刺
身
を

真
空
パ
ッ

ク
包
装
に

し
た
カ
ル

パ
ッ
チ
ョ

「
蝶
の
舞
」

が
完
成
。

　
魚
醤
「
蝶
の
し
ず
く
」
一
〇
〇
ml

ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
二
百
本
と
カ
ル
パ
ッ

チ
ョ
「
蝶
の
舞
」
試
作
品
を
千
パ
ッ

ク
製
造
し
、
二
月
に
開
催
さ
れ
た
東

京
ビ
ッ
グ
サ
イ
ト
「
第
九
回
グ
ル
メ

＆
ダ
イ
ニ
ン
グ
ス
タ
イ
ル
シ
ョ
ー
二

〇
一
一
春
」
に
出
展
し
た
。

　
三
田
市
商
工
会（
松
原
正
武
会
長
）

は
、
三
田
市
に
拠
点
を
持
つ
企
業
の

訪
問
を
企
画
し
た
関
西
学
院
大
学
の

学
生
活
動
支
援
を
実
施
し
た
。

　
こ
の
企
画
は
関
西
学
院
大
学
総
合

政
策
学
部
の
学
部
団
体
S
C
S
が
、

同
学
部
の
一
、
二
回
生
を
対
象
に
、

大
学
で
の
学
び
が
社
会
で
ど
う
生
き

て
い
る
の
か
を
実
体
験
す
る
た
め
に

計
画
し
た
も
の
で
あ
り
、
産
学
公
連

携
事
業
の
き
っ
か
け
と
な
る
こ
と
を

目
的
と
し
て
実
施
し
た
。

　
三
田
市
商
工
会
は
、
昨
年
十
月
か

ら
学
生
と
連
携
し
て
準
備
を
始
め
、

企
業
と
学
生
の
間
の
か
け
橋
と
な

り
、
昨
年
十
二
月
に
企
業
訪
問
が
実

現
し
た
。
今
回
訪
問
受
入
れ
し
た
企

業
で
は
、工
場
見
学
や
グ
ル
ー
プ
ワ
ー

ク
の
実
施
、
ま
た
、
社
員
と
の
懇
談

の
場
の
設
定
な
ど
を
行
い
、
学
生
達

か
ら
は
「
近
い
距
離
で
社
会
人
の
方

と
話
す
こ
と
が
で
き
て
大
変
勉
強
に

な
っ
た
」
と
好
評
で
あ
り
、
来
年
以

降
も
続
け
て
い
き
た
い
と
の
事
か
ら
、

同
商
工
会
で
は
、
今
後
も
学
部
団
体

Ｓ
Ｃ
Ｓ
に

対
し
継
続

的
に
そ
の

活
動
の
支

援
を
し
て

い
く
予
定

で
あ
る
。

　﹃
日
本
の
香
り
シ
リ
ー
ズ
　
春
夏

秋
冬
﹄
１
６
０
ｔ
ｈ 

Ａ
ｎ
ｎ
ｉ
ｖ

ｅ
ｒ
ｓ
ａ
ｒ
ｙ

　
淡
路
市
商
工
会（
三
津
啓
祐
会
長
）

で
は
、
平
成
十
七
年
度
よ
り
Ｊ
Ａ
Ｐ

Ａ
Ｎ
ブ
ラ
ン
ド
育
成
支
援
事
業
に
取

り
組
ん
で
お
り
、
今
回
第
三
弾
「
日

本
の
香
り
シ
リ
ー
ズ
春
夏
秋
冬
」
を

開
発
し
た
。

　
淡
路
市
は
全
国
の
線
香
の
七
割
を

生
産
し
、
中
で
も
一
宮
地
区
で
は
人

口
の
約
六
十
％
が
線
香
産
業
に
関
わ

る
香
り
の
町
。
そ
こ
で
、
線
香
産
業

の
発
展
と
町
の
活
性
化
の
た
め
、
香

り
の
文
化
を
演
出
し
「
あ
わ
じ
島
の

香
司
」
ブ
ラ
ン
ド
を
確
立
す
る
た
め

に
立
ち
上
げ
ら
れ
た
の
が
Ｋ
ｏ
ｓ
ａ

ｉ
Ａ
ｒ
ｏ
ｍ
ａ
（
香
彩
芳
香
）
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
で
あ
る
。

　
今
か
ら
百
六
十
年
前
の
嘉
永
三
年

（
一
八
五
〇
年
）
に
淡
路
島
で
線
香

が
作
り
始
め
ら
れ
た
。
こ
の
歴
史
と

伝
統
に
育
ま
れ
た
淡
路
島
の
線
香
の

品
質
を
守
り
続
け
て
い
る
の
が
、
香

り
の
マ
イ
ス
タ
ー
と
呼
ば
れ
て
い
る

「
あ
わ
じ
島
の
香
司
（
こ
う
し
）」
た

ち
で
あ
る
。（
香
司
：
調
香
か
ら
仕

上
げ
ま
で
の
香
り
作
り
に
お
け
る
全

品
質
を
管
理
し
責
任
を
担
う
人
）

　「
日
本
の
香
り
シ
リ
ー
ズ 

春
夏
秋

冬
」
は
、
淡
路
島
の
線
香
産
業
が
百

六
十
周
年
を
迎
え
る
事
を
記
念
し
て

作
ら
れ
た
。
十
五
人
の
香
司
た
ち
が

四
季
折
々
の
香
り
を
創
造
し
、
品
質

に
こ
だ
わ
り
と
心
意
気
を
持
っ
て
練

り
上
げ
た
十
五
種
類
の
香
り
の
逸
品

で
あ
る
。

　
そ
れ
ぞ
れ
の
香
り
が
持
つ
優
雅
な

個
性
を
感
じ
、
ゆ
っ
た
り
と
し
た
時

の
流
れ
を
演
出
し
て
ほ
し
い
と
し
て

い
る
。

▲日本初のチョウザメ魚醬「蝶のしずく」

〜
K
o
s
a
i
A
r
o
m
a
〜

香
り
の
文
化
を
演
出
し
、「
あ
わ
じ
島
の

香
司
」
ブ
ラ
ン
ド
の
確
立
を
目
指
し
て

〜
淡
路
市
商
工
会
〜

▲高鮮度を売りにした「蝶の舞」

▲ 日本の香りシリーズ
「春夏秋冬」

産
学
公
の
き
っ
か
け
に

〜
学
生
主
導
に
よ
る
企
業
訪
問
を
実
施
〜

〜
三
田
市
商
工
会
〜

チ
ョ
ウ
ザ
メ
肉
も
美
味
よ
‼

〜
香
美
町
商
工
会
〜

50

▲ 商工会の懸け橋により
実現した企業訪問
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に
、
商
工
会
女
性
部
の
存
在
を
広
く

内
外
に
Ｐ
Ｒ
し
、
地
元
商
工
業
の
活

性
化
を
促
す
た
め
に
作
成
さ
れ
た
。

Ａ
４
判
、
オ
ー
ル
カ
ラ
ー
三
十
ペ
ー

ジ
、
部
員
の
顔
写
真
入
り
で
一
万
三

千
部
の
発
行
。
市
内
全
世
帯
へ
配
布

さ
れ
た
。

　
Ｍ
Ａ
Ｐ
で
は
女
性
部
の
活
動
内
容

を
写
真
と
コ
メ
ン
ト
で
紹
介
。
巻
末

に
は
、
旧
四
町
の
お
す
す
め
ス
ポ
ッ

ト
、
特
産
品
も
紹
介
し
て
い
る
。

　
一
月
十
二
日
に
は
、
市
役
所
で
記

者
会
見
を
行
い
、
そ
の
後
、
新
聞
に

も
多
数
掲
載
さ
れ
た
。

　
希
望
の
方
に
は
、
養
父
市
商
工
会

事
務
局
の
窓
口
で
無
料
で
配
布
さ
れ

る
。

ア
ロ
バ
イ
ク
や
ベ
ル
ト
振
動
マ
シ
ン
、

マ
ッ
サ
ー
ジ
チ
ェ
ア
な
ど
八
種
類
の

健
康
器
具
が
設
置
さ
れ
て
い
る
。

　
利
用
対
象
は
、
商
工
会
の
会
員
及

び
そ
の
家
族
、
従
業
員
で
、
利
用
は
無

料
と
な
っ
て
い
る
。
愛
称
の
「
Ｋ
Ａ
Ｌ

Ｃ
Ｓ
」
は
、「
Ｋ
Ａ
ｔ
ｏ 

Ｌ
ｉ
ｆ
ｅ

︲

ｇ
ｉ
ｖ
ｉ
ｎ
ｇ 

Ｃ
ｏ
ｍ
ｍ
ｕ
ｎ

ｉ
ｔ
ｙ 

Ｓ
ｐ
ａ
ｃ
ｅ
」
の
頭
文
字

を
と
っ
た
も
の
で
、「
コ
コ
ロ
も
カ

ラ
ダ
も
カ
ル
ク
ス
る
」を
合
言
葉
に
、

利
用
者
の
メ
タ
ボ
解
消
、
健
康
増
進

へ
の
願
い
が
こ
め
ら
れ
て
い
る
。

　
一
月
十
七
日
（
月
）
の
オ
ー
プ
ン

に
あ
た
っ
て
は
、「
オ
ー
プ
ニ
ン
グ

講
習
会
」
と
し
て
、
健
康
運
動
指
導

士
の
亀
澤
徹
郎
氏
を
講
師
に
迎
え
て

効
果
的
な
運
動
の
ポ
イ
ン
ト
に
関
す

る
講
演
や
、
職
員
に
よ
る
施
設
及
び

健
康
器
具
の
利
用
方
法
の
説
明
が
行

わ
れ
、
そ
の
後
、
参
加
者
は
そ
れ
ぞ

れ
器
具
を
利
用
し
て
、
運
動
に
い
そ

し
ん
だ
。

　
今
後
は
、
行
政
の
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

な
ど
と
も
タ
イ
ア
ッ
プ
し
な
が
ら
、

商
工
会
館
の
立
地
す
る
商
店
街
活
性

化
や
会
員
の
福
利
厚
生
に
役
立
て
た

い
考
え
だ
。

﹃
問
合
せ
先
﹄

加
東
市
商
工
会
　
経
営
支
援
課

℡
：
０
７
９
５―

４
２―

０
２
５
３

養
父
市
商
工
会
女
性
部
情
報
Ｍ
Ａ
Ｐ

き
て
み
ん
せ
え
な
女
性
部
（
う
ち
げ
）
に

〜
養
父
市
マ
マ
さ
ん
繁
盛
亭
〜

養
父
市
商
工
会
女
性
部

　
養
父
市
商
工
会
女
性
部
（
須
田
節

子
部
長
）
は
、
合
併
五
周
年
を
記
念

し
、
何
か
形
の
あ
る
も
の
を
残
す
た

め
、
昨
年
三
月
ご
ろ
か
ら
事
業
委
員

会
の
メ
ン
バ
ー
が
中
心
と
な
っ
て

「
養
父
市
商
工
会
女
性
部
情
報

Ｍ
Ａ
Ｐ
」
の
製
作
に
、
取
り
掛
か
か

り
こ
の
ほ
ど
完
成
し
た
。

　
Ｍ
Ａ
Ｐ
は
、
女
性
部
員
の
事
業
内

容
や
事
業
所
所
在
地
等
を
紹
介
し
、

部
員
同
士
の
交
流
を
深
め
る
と
と
も

　
姫
路
市
商
工
会
（
井
上
博

文
会
長
）
は
、
一
月
二
十
六

日
（
水
）
姫
路
商
工
会
議
所

に
お
い
て
、
ビ
ジ
ネ
ス
マ
ッ

チ
ン
グ
商
談
会
二
〇
一
一
を

開
催
し
た
。

　
本
事
業
は
、
地
元
製
造
業

者
の
ニ
ー
ズ
を
把
握
す
る
こ

と
は
も
と
よ
り
、
地
元
企
業

の
個
性
あ
ふ
れ
た
製
品
や
優

れ
た
技
術
を
一
堂
に
展
示

し
、
販
路
拡
大
、
企
業
間
連

携
の
実
現
、
情
報
収
集
・
交

換
な
ど
の
ビ
ジ
ネ
ス
チ
ャ
ン

ス
「
出
会
い
の
場
」
を
提
供

す
る
こ
と
を
目
的
と
し
た
も

の
で
あ
る
。

　
当
日
は
二
十
八
社
の
出
展

企
業
と
三
百
六
十
名
の
来
場

者
が
あ
り
、
会
場
は
熱
気
を

帯
び
て
い
た
。

　
加
東
市
商
工
会（
土
肥
富
幸
会
長
）

は
、
商
工
会
館
の
空
き
ス
ペ
ー
ス
を

活
用
し
た
、
健
康
施
設
「
Ｋ
Ａ
Ｌ
Ｃ

Ｓ
」（
カ
ル
ク
ス
）
を
開
設
し
た
。

　
こ
の
施
設
は
、
兵
庫
県
の
「
勤
労

者
共
同
健
康
施
設
等
整
備
事
業
」
の

助
成
を
得
て
整
備
さ
れ
た
も
の
で
、

ラ
ン
ニ
ン
グ
マ
シ
ン
を
は
じ
め
、
エ

ビジネスマッチング商談会₂₀₁₁開催‼
姫路市商工会

▲熱気を帯ていた会場のようす

▲ビジネスチャンス「出会いの場」を提供

勤
労
者
共
同
健
康
施
設

を
オ
ー
プ
ン

加
東
市
商
工
会

▲ランニングマシン等 8種類の健康器具を設置

▲効果的な運動のポイントについて講演

▲完成した女性部情報マップ

http //www tajimabank co jp/
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